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測定結果
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C値

建物全体の
隙間面積

JIS規程で換算
した床面積



測定結果は、
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C値＝1.25㎠/㎡でした。
（建物全体の隙間面積は、159.6㎠）

1回目の測定では、建物全体の隙間面積が、265.5㎠で、Ｃ値（相当
隙間面積）は、2.08㎠/㎡でした。

その後、分電盤配線回りの隙間、太陽光のパワーコンディショ
ナー回りの隙間、キッチンの排気ダクト回りの隙間、などを目張
りして測定を行った結果、全体の隙間面積は、265.5㎠→159.6㎠へ
約100㎠減少し、Ｃ値も2.08㎠/㎡→1.25㎠/㎡へ向上しました。
このＣ値は、一般財団法人建築環境・省エネルギー機構が提唱す
る高気密住宅に相当します。

今回、目張りを行った是正可能な隙間や配線とりだし穴、ダクト
回りの隙間等は、完成時には是正が出来ませんので、今後の工事
で是正を行うことをお勧めします。

今後、仕上げ工程で、石膏ボード、玄関ドア枠下からの漏気は、
減少していきますが、新たに開ける開口（スィッチ・コンセント、
リモコン、エアコンスリーブ管回り等）から、漏気が増える可能
性がございますので、配線の貫通穴、換気扇のダクト回りの穴の
処理に充分な注意を払って工事を進めることをお勧めします。

次ページに気が付いた是正箇所や注意点を記載させて頂きました
ので、今後の工事にご参照ください。
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参照資料

給気口ダクトと石膏ボードの隙間を是正
することをお勧めします

エアコン配管回りの隙間を是正すること
をお勧めします

分電盤配線の取り出しの隙間を是正する
ことをお勧めします。

排水管周りの隙間を是正することをお勧
めします。

キッチンの排気ダクト回りの隙間を是正
することをお勧めします。

照明器具を取り付ける前に配線取り出し
穴を塞ぐことをお勧めします。

情報配線や電気配線後にCD管をパテ埋め
をして漏気を防ぐことをお勧めします

吹付断熱材とボードのジョイントから漏
気がありましたので、是正をすることを
お勧めします。

玄関ドア枠の下から、多くの漏気があり
ましたが、仕上げ工程で無くなりますの
で、問題ありません。


